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平成３０年度向日市地域密着型サービス運営委員会要点録 

 

 

１ 開催日時 

平成３１年３月２６日（火）午後３時４５分から午後５時まで 

 

２ 開催場所 

向日市福祉会館 大会議室 

 

３ 出席者 

（委 員）岡本委員、乾委員、岡田委員、木下委員、山本委員、籔内委員 

（事務局）川本副部長、中島副課長、野関主任 

（傍聴者）なし 

 

４ 議事 

（１）会長・副会長の選任について 

（２）地域密着型サービスの概要について 

（３）地域密着型サービス事業所の整備状況について 

（４）地域密着型サービス事業所の運営状況について 

（５）サービス提供状況について 

（６）その他 

 

５ 配布資料 

（１）会議次第 

（２）委員名簿 

（３）地域密着型サービスの概要（資料１） 

（４）地域密着型サービス事業所の整備状況（資料２） 

（５）平成３０年度地域密着型サービスの運営実績について（資料３） 

（６）地域密着型サービスの提供状況について（資料４） 

（７）地域密着型サービス運営実績の経年変化（資料５） 

（８）認知症対応型デイサービスの現状と今後の課題（資料６） 

 

６ 内容 

（１）会長・副会長の選任について 

任期満了に伴う会長及び副会長の選任を行い、会長には岡本委員が、 

副会長には髙桑委員がそれぞれ選任された。 

（２）地域密着型サービスの概要について 

事務局から、地域密着型サービスの説明を行った。 
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（３）地域密着型サービス事業所の整備状況について 

事務局から、本市が指定をしている事業所、サービス種類、定員等に

ついての状況を行った。 

（４）地域密着型サービス事業所の運営状況について 

事務局から、向日市内にある事業所ごとの利用人数、平均年齢、平均

要介護度、サービス提供状況、行事の取組状況等の運営実績や、運営推

進会議の実施状況等についての説明を行った。 

（５）サービス提供状況について 

事務局から、施設系サービスの待機者や通所系サービスの定員に対し

ての利用者の状況や、事業所ごとの利用人数、平均年齢、平均要介護度

の経年変化や、認知症対応型通所介護の利用者数の現状等について説明

を行った。 

 

７ 意見要旨 

（１）地域密着型サービスの概要について 

委 員： 地域密着型通所介護について、資料１では利用定員が１８名以下と

なっているのに対し、資料４では総定員が２０名となっているのはな

ぜか。 

事務局： 午前の部と午後の部にわかれており、それぞれの利用定員は１０名

なので地域密着型通所介護の事業所に分類され、１日の総定員として

は午前１０名と午後１０名の合計２０名となります。 

 

（２）地域密着型サービス事業所の運営状況について 

委 員： 定期巡回・随時対応型訪問介護の事業所について、同一法人が運営

するサービス付き高齢者向け住宅の利用者と地域住民の利用者の状況

はどのようになっているか。 

事務局： 同一法人が運営するサービス付き高齢者向け住宅の利用者が３名か

ら４名で、地域住民の利用者が３名から５名で推移しています。利用

者の変動があるため、地域住民の利用者の方が多い月や少ない月があ

ります。 

委 員： 同一法人が運営するサービス付き高齢者向け住宅の利用者のためだ

けにサービスを提供してしまうと、地域の住民の方が住み慣れた場所

で暮らせるという地域密着型サービスの本来の趣旨から外れてしまう

ので、引き続き指導を行ってほしい。 

委 員： 小規模多機能型居宅介護支援事業所のサービス提供状況について、

事業所間で宿泊サービスの利用回数の差が大きかったが、今年は前年

度に比べ差が少なくなってきている。一方、訪問サービスの回数につ

いては、依然として明らかな差がある。 

委 員： 定期巡回・随時対応型訪問介護について関連して質問です。定期的
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な訪問介護サービスだけでなく、随時対応サービスを行うという特色

があるが、夜間帯の利用が多いのか。定期的なサービスで足りるので

あれば、訪問介護の方が利用料は安いので、利用者は一人暮らしの方

が多いといったことや夜間帯の利用が多いといった特徴や利用者の必

要性を把握しているのか。 

     また、地域密着型特定施設入居者生活介護の平均介護度が 3.4 と重

度化が進んでいる。地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護と職

員や人員配置基準等が異なる中で、利用者に適切にサービスが提供さ

れるように、地域密着型特定施設入居者生活介護のスタッフは大変で

はないのかと心配になった。 

事務局： 後程説明させていただく予定だった資料５をご覧ください。事業所

の経年変化についてまとめた資料ですが、確かに地域密着型特定施設

入所者生活介護の要介護度は年々高くなっています。地域密着型特定

施設入所者生活介護は通常のケアハウスとは異なり最初から介護サー

ビスを提供するための人員配置がなされていますが、介護度が高くな

ってきていることで苦慮していると事業所から聞いています。 

     次に、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の随時対応サービスにつ

いてです。随時対応サービスの具体的な提供時間は把握していません

が、介護・医療連携推進会議の際に、例えば退院して自宅に戻ってき

たばかりの利用者の方が、時間帯を問わず頻繁に人を呼んでしまう状

況があるといったことは聞いており、利用者の時々の状況によって随

時対応サービスの回数は大きく違ってくるそうです。 

議 長： 小規模多機能型居宅介護支援事業所の訪問回数について把握してい

ることはありますか。 

事務局： 各事業所に資料を見せて状況をお伝えさせていただいています。平

成３０年度については、「かいで」が訪問の強化を事業所の目標として

掲げており、同一事業所で比較しても昨年より訪問回数が増えている

かと思います。各事業所で計画を作成し、適切にサービスを提供した

結果であり、苦情等の記録もなく、ご心配されているような利用者の

希望があるにも関わらず、サービスを提供していないといったことは

把握していません。 

委 員： 利用者のためにサービスを提供できているか心配です。向日市には

２事業所しかないので、前年度に他市町村との比較を提案したので、

引き続き検討をお願いします。 

委 員： 平成３０年度は地域密着型サービスの実地指導を行わなかったとい

うことだが、これからは隔年で行うということか。 

事務局： 平成３０年度に居宅介護支援事業所１４ヵ所の指定権限等が都道府

県から移譲され、管轄の事業所数が増大しています。地域密着型サー

ビスについては、今まで２年に１度実地指導を行ってましたが、厚生
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労働省からは少なくとも指定期間である６年に１度実地指導を行うよ

うに示されています。実地指導については、人員体制等にもよるとこ

ろがあり、今後の課題となっています。 

委 員： 運営推進会議等で事故の報告はあるか。 

事務局： 事業所主体の会議のため基本的にはこちらから会議内容の指示は行

いませんが、運営推進会議の場で、発生した事故のビデオ検証を行っ

たことがありました。 

委 員： 家族が特別養護老人ホームに入所していた時に、家族会の役員をし

ていた。その際、事故報告書の提出を求めて、場所・時間・状況を把

握していくことで、事故が減った。事故報告は重要で、事故や虐待を

防ぐためにも、事故報告書やマニュアルの整備等について、事業所に

協力を求めるようにしてください。 

議 長： 居宅介護支援事業所の権限移譲により指導を行う事業所数が増えて

いることから、工夫して計画的に実地指導を行うようにお願いしたい。 

 

（５）サービス提供状況について 

議 長： 通所介護と認知症対応型通所介護の違いを介護支援専門員がどう認

識しているのかを確認してみてはどうか。また、認知症対応型通所介

護をどういった方に薦めているのか、理由や状況のデータがあると議

論の参考になると思います。 

委 員： 向日市で提供している実施状況について、どんなサービスを提供し

ているだけでなく、施設で働く人をどう確保するかということが重要

ではないでしょうか。向日市での福祉施設等の労働者の環境を調べて

おく必要があると思います。 

委 員： 認知症の高齢者の人数がわかる資料があった方がよりわかりやすい

と思います。 

委 員： 利用者満足度やアンケート等を実施している施設も多いと思うので、

そういった情報の提供があればより充実した議論ができると思います。

例えば、事務局が気になったところをピックアップして委員会で意見

をもらうことなどの方法もできるのではないでしょうか。 

     また、認知症対応型通所介護を利用している利用者の意見がわかる

ような工夫をして情報提供することで、安心して利用することができ

ると思います。 

議 長： 専門職の配置がなされていること等を市民に周知することと介護支

援専門員への情報提供が必要だと思います。 


